バルブ操作上の留意点

１．バルブを全開で使用する場合、全開にしたらハンドルを１／４回転戻すこと。

バルブを完全に全開するとバックシートが働く。

このままの状態では運転中バックシート面に強い圧縮力が生じて圧着し、スピンドルが動かなくなることがある。

２．バルブの開閉とハンドル回し

バルブ開閉は、流体の音を聞きながらゆっくりハンドルを回すこと。

バルブ開閉時ハンドル回しを衝撃的に使用しないこと。

バルブを開閉する場合、閉止の最終操作は出来るだけハンドル回しを使用しないで行うこと。

３．グランド漏れを発見したらすぐ増締めをして、漏れを止めること。

漏洩を放置しておくとパッキン傷の拡大等で増締めでは止まらなくなる。

４．バルブがシート漏れを起こした時、２～３回ゆっくりバルブを開閉する。

シート溝に体積した異物が取り除けてシート漏れが止まることがある。

